




































































要約:

 母子保健法の改正により平成9年度から、乳幼児健診は疾病や異常をスクリーニングし、

それに対応する健診から、育児支援を大きな柱とする健診になる。一方、保健所、児童館

や幼稚園でも地域の子どもを対象とする子育て支援事業の推進、母親達の自主グループに

よる相互の支援、私的健診やデパートなどによる育児支援など各種の育児支援が行われて

いる。

 このようにいろいろな育児支援が行われているが、各々特色があるように見受けられる。

 今回、全国各地の研究協力者が各分野の育児支援を調査し、そのあり方などを検討した

 その内容は、 1)育児支援の方向性、 2)公的健診での育児支援、 3)私的健診やデパート

などの育児支援、4)保健婦からみた育児支援、5)親の希望する育児支援、 6)保育所、児

童館及び幼稚園での育児支援、 7)インターネットでの育児支援の試み、 8)育児支援で配

慮すぺきこと、である。


